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て GVHD の確定診断とした。 
【結果】 
連続する 16 例（男 11例 / 女 5 例、平均年齢 45.6歳、付随症状；嘔気 37.5%・皮疹 68.8%）が登録
され、11例（68.8%）が病理組織学的に GVHD と診断された。11例全てに直腸での GVHD診断が
得られたが、回腸・直腸ともに認めたのは 8例（72.7%）であり、回腸のみに認めた症例はなかっ




唆された。     
 
